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多摩市の環境づくりを進めていく上で、“市民、事業者、行政の協働”（み

んなの協力）が最も重要です。そのためには、市民（子どもを含む）、事業

者、行政がそれぞれの役割を認識し実践するとともに、相互のパートナーシ

ップを築いていくことが欠かせません。 

 

平成 19 年度は次のとおり様々な団体等と協働して、環境保全・環境美化・ 

ごみ減量活動等を実施してきました。 

開催 行 事 名 参加 主 催 内   容 

6/3 川の生き物観察会 ７９人 環境行事実行委員会 

河原の植物や生物を観察するなどして自

然に親しむことにより、子どもから大人

まで自然への興味や知識を深めてもらう

もの。 

7/23, 

 24 

喫煙マナーアップ 

キャンペーン 
138 名

喫煙マナーアップ 

キャンペーン実行委

員会 

喫煙者のマナー向上のため、市内の 4 駅

周辺において啓発キャンペーンを実施す

るもの。 

9/16 
多摩の昔話を聞く会

（中組・唐木田地区） 
２０人 多摩市民環境会議 

昔の多摩市を知っている方の話を聞いて

もらい、当時の生活環境や風習などを感

じてもらうもの。 

10/6 
環境講演会（まったな

し！地球環境） 
119 人

環境推進課     

首都圏エネルギー懇

談会 

お天気キャスター森田正光さんに「異常

気象と環境破壊」の話を聞いてもらうこ

とにより、環境保全意識を高めてもらう

もの。 

 

10 / 7 

 

2007 へらそう！ 

レジ袋キャンペーン 

 

 

147 人

 

 

 

たまごみ会議 

消費者団体連絡会 

 

 

環境にやさしい買い物キャンペーンを通

して、レジ袋使用を減らすことでごみの

減量や資源の有効活用になり、レジ袋を

無駄に使わないように意識してもらうも

の。 

10/21 環境ウォッチング ６９人 環境行事実行委員会 

自然観察や脱穀体験、クラフトなどを通

じて自然に親しむことにより、子どもか

ら大人まで自然への興味や知識を深めて

もらうもの。 

７～８月 
身のまわりの環境地

図作品募集 
３９０人

身のまわりの環境地

図作品展運営委員会 

身のまわりの環境について調査し、地図

として表現してもらうことにより、身近

な環境への興味を深めてもらうもの。 
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11/1.2. 

11/5.6 

喫煙マナーアップ 

キャンペーン 
118 名

喫煙マナーアップ 

キャンペーン実行委

員会 

喫煙者のマナー向上のため、市内の 4 駅

周辺において啓発キャンペーンを実施す

るもの。 

11/23  

～25  

身のまわりの環境地

図作品展・表彰式 
５７１人

身のまわりの環境地

図作品展運営委員会、

多摩市民環境会議 

優秀賞及び奨励賞を表彰するとともに全

応募作品を展示し、製作者だけでなく来

場者にも、環境に向き合ってもらうもの。

１/20 
多摩の昔話を聞く会

（東寺方地区） 
２４人 多摩市民環境会議 

昔の多摩市を知っている方の話を聞いて

もらい、当時の生活環境や風習などを感

じてもらうもの。 

 

 

1 / 29 ～ 

2 / 4 

 

多摩のごみゼロ大作

戦 
500 人

多摩のごみゼロ実行

委員会 

 

生ごみ処理実演と相談会、プラスチッ

ク・古紙の分別展示・おもちゃ病院・廃

食器の回収等の実施をするもの。 

多摩エコ・フェスタ 

２００８ 
665 人 多摩市民環境会議 

『未来の子どもに残せる環境』をテーマ

に、小中学校や大学における環境への取

組みや、市内の環境団体、自治会、企業

による環境活動を紹介するもの。 ３/22～

23 

環境学習講座 93 人 多摩市民環境会議 

地球温暖化問題と発展途上国の環境問

題、家庭ごみの発生原因や抑制方法など

を知ってもらうことにより環境に対する

興味を深めてもらうもの。 

   

11/23～

25 
90 人 

３/22～

23 

エコライフ普及啓発

業務 

49 人 

多摩市民環境会議 

家庭でどの程度エコライフしているか振

り返ってもらったうえで、地球にも家計

にやさしい生活スタイルを紹介するも

の。 

6 / 2 

9 / 8  

12 / 1  

2 / 9 

 

生ごみリサイクル講

習会 
124 人 たまごみ会議 

密閉バケツ（生ごみ処理器）とダンボー

ルを使用した生ごみ肥料の作り方を実演

し、ごみの減量や有機肥料の活用をして

もらうもの。 

 

 

 



１．パートナーシップに向けて 

次の団体は、多くの市民にも働きかけながら、市とも協働してごみ問題や

環境問題に熱心に取組んでいる団体です。 

 

「たまごみ会議」（平成12年7月）発足                  

市では、市民、事業者、行政が一体

となってごみ減量に取組むための意

見交換の場として「たまごみ会議」が

あります。このたまごみ会議は、「資

源化部会」、「啓発部会」を中心に、と

もに話し合い、考え、行動していくボ

ランティアの仲間として、施設見学会

の開催、ノーレジ袋実態調査、堆肥化 

【ごみの出前授業】      講習会、多摩市の取組へ積極的な参画、 

ごみに関する学習会・講習会の開催やイベント等の企画・参加、或いは各 

種のチラシやパンフレットの発行などを行っています。また、体験、学習、 

調査をしながら気づいたこと、疑問に思ったことを具体的な行動に移し 

様々な活動を行っています。 

 

≪たまごみ会議ブログ≫ http://tamagomimeeting.blog32.fc2.com/

 

「多摩市民環境会議」（平成13年5月）発足                   

市民が身近な環境問題について事業者や行政と協働して、環境問題へ 

の取組みを考え、学習しながら実践していく市民団体です。 

月 2 回の全体会や運営会議を基 

本に、みずとみどりの部会、環境 

美化・資源化部会、地球環境部会、 

e-café たまの４部会があり、それ 

ぞれの活動を行う他、多摩エコ・ 

フェスタや環境学習講座の運営、 

エコライフ普及啓発など様々な活 

動を行っています。 

【拠点活動】 
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http://tamagomimeeting.blog32.fc2.com/


 

「グリーンボランティア」（平成13年2月）発足               

みどりの保全、育成、創出を進める上でのパートナーシップ体制確立の具

体的な仕組み作りとして、みどりに関する市民活動を積極的に推進し、公園、

緑地等を自発的に維持管理して頂く市民ボランティアの育成を目指し、実際

にボランティア活動を行っている市民の方々と協働してグリーンボランテ

ィア講座を開催しています。   

講座の内容は、主に雑木林や竹林 

の手入れについて「見る」、「聞く」、 

「やってみる」をキーワードに実習 

を主体とし、修了後は地域の中でさ 

らに活動の輪を広げていただけるこ 

とを期待しています。 

【雑木林ボランティア活動】 

平成 19 年度は、第 6 期終了後 19 名がボランティアへ登録し、前回の

終了生と共に多摩中央公園や一本杉公園で自主的な活動を行なっています。

なお、現在までのボランティア登録は 143 名です。 

 

「大栗川を楽しむ会」（平成 14 年 5 月）発足                

平成 19 年度は、自然観察会を兼ねた清掃活動（ごみ拾い）を毎月 1 回

程度実施しました。また、全国一斉水質調査に参加し、大栗川、乞田川、多

摩川の水質調査を行いましたが、筏くだりなどの川遊びで毎年恒例だった

「水辺まつり」は天候不良のため中止いたしました。【清掃活動の様子】 
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２．人づくりに向けて 

 

（１）環境教育の充実 

環境を大切にする「心」を育てるためには、子どもの頃から自然や生き

物とのふれあいを大切にし、環境とコミュニケーションする心を育ててい

くことが重要であり、学校は子どもたちが環境について学ぶ重要な場です。 

 

ほとんどの小中学校で社会科、理科、

家庭科、生活科などの教科学習、ある

いは、総合的な学習の時間、道徳や特

別活動を通じ、水、土、空気、騒音、

ごみ、リサイクル、草花栽培などを取

り上げています。 

      

        ）       【イケイケキッズ活動】 

 

（２）環境学習の拡充 

子どもから大人まで生涯を通じて環境にやさしい行動をする人を育て

るため、地域ぐるみで環境について学び、実際に体験するための場や機会

を提供していきます。 

 

市内では、コミュニティセンター 

や消費生活センター、公民館などで、 

環境学習会やリサイクル展が市民グ 

ループなどの主催によって開催され 

ています。また、市主催による清掃 

施設等見学会、環境学習会、自然観 

察会や景観ウオッチング、雑木林の 

諸作業体験、農業体験等の体験学習 

等多彩な取組が行われています。      【環境学習活動の様子】 

 

また、歴史・文化の保全・継承に関する取組についても同様な取組を進

めています。こうした取組への参加者は増加傾向にあります。 
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３．環境情報の収集・公開体制の確立 

 

より良い環境を創っていくためには、環境に関する様々な情報が、あらゆ

る人に的確に伝わることが重要です。そのため、今後は、多摩市公式ホーム

ページを、より一層活用するとともに、様々な場所や方法等を用いて、より

広く、よりたくさんの環境に関する情報を提供していきます。 

 

この情報は多摩市公式ホームページに掲載されています。 

○多摩市環境基本計画 ○多摩市貴重な動植物調査報告書 

○多摩市みどりの基本計画（概要版） ○環境調査結果（大気、水質、騒音・振動等） 

○多摩市地球温暖化対策実行計画 ○水浸透能力・地下水脈調査業務委託報告書 

○多摩市環境報告書 ○大気環境等調査業務委託報告書 

○多摩市環境審議会議事録 ○河川等調査業務委託報告書 

○多摩市エコガイドブック、家庭でできるエコライフ ○交通量等調査業務委託報告書 

 

平成 18 年 4 月より聖蹟桜ヶ丘ヴィータに「多摩市民活動情報センター」

を開設しました。市民活動情報センターは、多様な市民活動の情報収集・発

信基地で、団体の打合せや市民活動に関する相談などに使える打合せコーナ

ー、団体活動情報を宣伝できる展示コーナーのほか、インターネット端末を

備え、各種情報の収集や AV 機器を利用できます。 

 

また、多摩市市民活動情報検索サイトに登録することにより団体の活動内

容等の情報を発信できます。現在「環境・みどり」のカテゴリに登録してい

る団体が 3１団体（H20.8 現在）あります。 【市民活動情報センターの様子】 
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